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第１章 計画策定の経緯と目的 

第１節 計画策定の経緯 
名古屋城は、尾張徳川家の居城として 1610 年に築城が開始された。元和時代(1615～1620)に

二之丸御殿と二之丸御庭が造営され、本丸御殿からそこに藩主の住まい兼政庁が移された。造営

当初の御庭は儒教の影響を反映した唐風庭園だったが、19 世紀前半に 10 代藩主斉朝によって和

風回遊式庭園に改造された。 

明治維新後、いわゆる廃城令によって全国の城が取り壊されるなか、名古屋城は破却を逃れ陸

軍省の所管となった。のちに本丸、西之丸や御深井丸は宮内省の所管に変わり改変を受けた後、

名古屋市に下賜され、1931 年に公園として市民に開放された。 

1932 年には、そこに水堀や二之丸空堀などを加えた範囲が史跡指定を受けた。太平洋戦争の空

襲で多くの建造物が焼失するも、代表的な近世城郭として 1952 年に特別史跡に指定された。 

一方、二之丸は御殿が取り払われ陸軍の施設が整備された。終戦後、文化庁により二之丸庭園

北庭の一部は名勝指定された。名古屋市は整備を行い 1967 年に「名勝二之丸庭園」として公開し

た。さらに発掘調査で現れた南池などの遺構を中心に整備を進め、「二之丸東庭園」として開園さ

せた。2018 年には残りの庭園の区域が名勝指定された。 

植物については、築城以前から存在するという国指定天然記念物「名古屋城のカヤ」のほか、

築城時から現在に至るまで多くの樹木が植栽され、城内の四季それぞれの風景に潤いを与えてい

る。春の桜や秋のモミジは特徴的な景観を形成しており、とくに桜は市内有数の名所として、市

民や観光客に愛されている。しかし、城内外の植栽は、十分な管理が行き届いておらず、老木化

や巨大化等が進行している。 

2018 年に策定された「特別史跡名古屋城跡保存活用計画」（以下「保存活用計画」という）で

は、植栽について「城跡としての風致を維持するため城跡全体の植栽管理方針を定める必要があ

る」との方向性が示された。 

以上の経緯から、保存活用計画の記載に沿い、植栽管理計画を策定することとなった。 

 

第２節 計画の目的 
保存活用計画では、植栽に関する保存の方向性として、城跡としての風致を維持・向上させる

植栽管理を行うと示されている。 

現状として、城内外の植栽の中には、十分な管理が行き届いていないものもあり、老木化、巨

大化し、実生木の繁茂が進行している。それらは今後、園路の根上がりまたは落枝などによる来

場者への安全性や石垣などの遺構の保存に影響を及ぼす恐れ、城郭としての歴史的景観を阻害す

る等の問題を生じさせる可能性がある。 

保存活用計画の植栽に関する記載を踏まえ、令和 4 年度に城内の植栽現況調査を行った。本計

画は、令和 4 年度の調査結果に基づいて、名古屋城の植栽に関する課題を抽出し、それらの課題

解決に向けた方針を示して取り組むことにより、特別史跡名古屋城跡としての魅力を高め、その

価値を将来にわたって確実に継承するための計画的な植栽管理を行うことを目的とする。 
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第３節 関連計画との関係 
本計画は、名古屋市基本構想、名古屋市総合計画 2023（※）、名古屋市まち・ひと・しごと創生

総合戦略を上位計画とした、特別史跡名古屋城跡保存活用計画の関連計画となる。 

名古屋城の植栽に関する計画は、本計画の他に、名古屋城二之丸庭園の保存・整備・活用等の

基本方針を示した「名勝名古屋城二之丸庭園保存管理計画書」、名古屋城二之丸庭園全域の整備基

本計画を示した「名勝名古屋城二之丸庭園整備計画書」、天然記念物「カヤ」の生育状況の調査結

果の分析等から改善策を示した「名古屋城天然記念物『カヤ』調査報告及び保存計画」が存在す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1-3-1 名古屋城植栽管理計画の位置付け 

 

※2024(令和 6)年 10 月に名古屋市総合計画 2028 を策定 
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第２章 植栽管理の理念 

保存活用計画で定めている特別史跡名古屋城跡の目標と基本方針に基づき、植栽管理の理念を

以下に定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

特別史跡に相応しい風致に維持・向上させ、 

誰もが集いたくなる名古屋城を将来にわたって実現する 
 

・特別史跡として、文化財の保護を念頭に置いた植栽管理を行う。 

・来場者の安全性を確保した植栽管理を行う。 

・名古屋城内外からの歴史的建造物等への見通しを考慮し、景観の維持

向上を目指した植栽管理を行う。 

・市民や来場者に親しまれている植栽により、名古屋城の活用を踏まえ

た植栽管理を行う。 

特別史跡名古屋城跡の目標 

近世城郭の姿を現代に伝える特別史跡名古屋城跡の 

価値の確実な継承と魅力の最大限の向上により、 

世界に誇れる日本一の近世城郭を目指す 

基本方針 

保存 

活用 

整備 

調査 

研究 

運営 

体制 

植栽管理の理念 

※「調査研究」は本計画に直接関連しない項目。 
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第３章 植栽の現況 

第１節 名古屋城の植栽の現況 
第 1 項 既存樹木の本数及び樹種 

2022（令和 4）年度には、2009（平成 21）年度調査（以下、前回調査という。）の全植栽の

樹木台帳（位置図及び一覧）の更新を行った。その結果、確認された名古屋城内（調査範囲は

図 3-1-1 に示した通り）の植栽の数量は表 3-1-1 の通りである。 

名古屋城内には 3,301 本の高木が存在しており、特にサクラ類、クロマツの本数がそれぞれ

700 本以上ある。 

 

表 3-1-1 名古屋城植栽の現況（全体） 

種別 高木 中木 
低木 

（玉物） 
低木 

（寄植え） 
低木 

（生垣） 

単位 
エリア 

（本） （本） （株） （m2） （ｍ） 

全体 3,301 1,185 988 4,108 2,292 

樹種別本数の多いもの：１～10 位 

1 位 サクラ類 783 キンモクセイ 232 ツツジ類 454 ツツジ類 
1,28

7 
ツバキ類 457.6 

2 位 クロマツ 702 ツバキ類 154 サツキ 265 サツキ 687 カラタチ 359.4 

3 位 モミジ類 158 サザンカ 102 ツゲ 105 タケ 600 
キャラボ
ク 

347.5 

4 位 クスノキ 137 ハマヒサカキ 84 サザンカ 29 アベリア 211 サザンカ 332.3 

5 位 ムクノキ 134 ウメ 71 ツバキ類 15 アジサイ 139 ツゲ 140.6 

6 位 エノキ 126 アセビ 36 ナワシログミ 10 ツゲ 113 混植 114.3 

7 位 ツバキ類 108 アオキ 29 － － キャラボク 109 マサキ 97.3 

8 位 ネズミモチ 96 ヒサカキ 25 － － ツバキ類 102 ツツジ類 73.7 

9 位 クロガネモチ 89 サクラ類 21 － － アオキ 92 
ウ バ メ ガ
シ 

64.5 

10 位 アラカシ 89 シュロ 21 － － ユキヤナギ 90 アオキ 63.2 

その他 
落葉樹 

265 150 41 139 82.1 

その他 
常緑樹 

614 252 69 539 159.4 

注）高木：樹木特性として高木に区分される種の樹高 3m 以上の個体 
中木：樹木特性として高木に区分される種の樹高 3m 未満及び、樹木特性として中木に区分され

る樹木 
低木：植栽の状況から、玉物、寄植え、生垣に区分 
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図 3-1-1 名古屋城植栽の分布 
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これら植栽のうち、高木の胸高直径階分布を図 3-1-2 に示した。下図は高木の本数の多い樹

種順に１位から 10 位及びその他落葉樹、その他常緑樹の分布を示したものである。 

高木の胸高直径階分布で最も本数が多いのは、20～25 ㎝の直径階であり、その内訳としては、

サクラ類、クロマツ、その他常緑樹の割合が多い。 

 

 

 
図 3-1-2 高木の胸高直径階分布（全体） 
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名古屋城内の樹木の樹高階区分を図 3-1-3 に示した。高木、中木は本数の多い樹種順に１位

から 10 位及びその他落葉樹、その他常緑樹の分布を示したものである。 

高木は 15m 以上の樹木本数が多くなっており、その多くはクロマツが占めている。また城内

に多いサクラ類は樹高 8～9ｍのものが多い。 

中木も樹高３ｍ以上の樹木が多くなっており、３ｍ以上の樹木で目立つのは、キンモクセイ、

ハマヒサカキ、ウメ等である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1-3 名古屋城の樹木の高さ（高木・中木）  
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低木については、玉物は株数の多いもの、寄植えは面積の広いもの、生垣は延長が長いもの

の上位、その他落葉樹及びその他常緑樹の分布を示している。 

玉物、寄植えはともに、１～1.5m の高さのものが多く、生垣は 0.5～1.5ｍの高さのものがほ

とんどであり、全体に樹木の高さが高い植栽となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-1-4 名古屋城の樹木の高さ（低木）  
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第 2 項 地区別の高木の現況 
地区別の高木の胸高直径階区分を以下の図 3-1-5 に示した。本丸地区には胸高直径の大きな

クロマツの割合が多く、二之丸（北）地区は胸高直径 15～25 ㎝の比較的直径の小さな樹木の

割合が多い。城内の各地区はクロマツ、サクラ類、モミジ類といった樹種が多いが、二之丸（南）

地区や天王坊地区は樹種構成が異なり、それぞれクロガネモチやツバキ類の本数が多かった。 

なお、地区区分は保存活用計画に示された地区区分に天王坊地区を加えたものである。 

 
 

 

図 3-1-5 高木の胸高直径階分布 （1/3）  
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図 3-1-5 高木の胸高直径階分布 （2/3）  
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図 3-1-5 高木の胸高直径階分布 （3/3）  
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第２節 文化財に近接している樹木 
第 1 項 調査対象の文化財 

本調査で対象とした文化財（地下遺構は除く）は以下の表 3-2-1 に示したとおりである。天

王坊地区には対象となる文化財が存在しないため、調査対象としていない。 

なお、調査対象の樹木はこれら文化財において、近接している樹木として、文化財の端部か

ら幹中心までの距離がおよそ 3ｍを目安とした範囲にあり、近接している樹木（高木）とした。

例えば、石垣上部は天端前面端部から幹中心までの距離が約 3m の樹木、石垣下部は根石前面

端部から幹中心までの距離が約 3m の樹木が対象である。 

 

表 3-2-1 調査対象となる文化財の一覧 

地区区分 Ⅰ本質的価値を構成する諸要素 
Ⅱ本質的価値の理解を促進

する諸要素 
Ⅲ歴史的経緯を示す諸要素 

本丸 

石垣、東南隅櫓、西南隅櫓、 

本丸表二之門、 

旧二之丸東二之門、井戸 

本丸御殿、不明門、天

守閣 
石垣（近代） 

二之丸(北) 石垣、南蛮練塀、井戸 － － 

二之丸(南) 石垣 ― ― 

西之丸 石垣 正門（榎多門） － 

御深井丸 
石垣、西北隅櫓、井戸 

天守礎石 
－ 乃木倉庫 

外堀（空堀） 石垣 － － 

外堀（水堀） 石垣 － － 

 

第２項 枯損している樹木 
近接している樹木のうち、枯損している樹木は、将来的に倒木等により文化財に影響を及ぼ

す可能性が考えられることから、これらの樹木の把握を行った。 

その結果は表 3-2-2 に示したとおり、該当する樹木は合計で 397 本が確認された。特に石垣

の近くで枯損している樹木が多かった。 

地区別にみると、該当樹木が多い地区は、西之丸、御深井丸、二之丸（北）、本丸、外堀（空

堀）、外堀（水堀）、二之丸（南）地区の順であった。 

 

第３項 文化財上部に傾倒している・枝が覆いかぶさっている樹木 
近接している樹木のうち、文化財の上部に傾倒している、もしくは枝が覆いかぶさっている

樹木は成長に従い、あるいは強風等の災害に伴い、文化財に影響を及ぼす恐れがあることから、

これらの条件に該当する樹木の把握を行った。 

その結果は表 3-2-2 に示したとおり、該当する樹木は合計で 485 本が確認された。特に石垣

への影響が懸念される樹木が多かった。地区別にみると、該当樹木が多い地区は、御深井丸、

本丸、二之丸（北）、西之丸、外堀（水堀）、外堀（空堀）及び二之丸（南）地区の順であった。 

  



 

13 

表 3-2-2 文化財に近接している樹木のうち、影響を及ぼす恐れのある樹木 

地区区分 構成要素 
枯損している樹木

（本） 

文化財上部に傾倒している 
もしくは枝が覆いかぶさっている樹木

（本） 

本丸地区 

石垣 62 134 
東南隅櫓 (該当なし) (該当なし) 

西南隅櫓 1 0 
本丸表二之門 (該当なし) (該当なし) 
旧二之丸東二之門 (該当なし) (該当なし) 
井戸 0 2 
本丸御殿 (該当なし) (該当なし) 
不明門 (該当なし) (該当なし) 
天守閣 (該当なし) (該当なし) 
計 63 136 

二之丸（北）

地区 

石垣 56 55 
南蛮練塀 10 7 
井戸 12 0 
計 78 62 

二之丸（南）

地区 
石垣 1 3 
計 1 3 

西之丸地区 
石垣 129 38 
正門（榎多門） 3 1 
計 132 39 

御深井丸地

区 

石垣 80 223 
西北隅櫓 (該当なし) (該当なし) 
井戸 0 2 
天守礎石 21 10 
乃木倉庫 2 3 
計 103 238 

外堀（空堀）

地区 
石垣 17 3 
計 17 3 

外堀（水堀）

地区 
石垣 3 4 
計 3 4 

合計（重複あり） 397 485 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真 3-2-1 【西之丸】南側土塁の状況      写真 3-2-2 【外堀（空堀）】二之丸大手門付近の状況 
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これら、①枯損している樹木、②文化財上部に傾倒しているもしくは枝が覆いかぶさってい

る樹木を、文化財へ影響を及ぼす可能性がある樹木として、その位置を図 3-2-1 に示した。 

 
図 3-2-1 文化財へ影響を及ぼす可能性がある樹木 

 
 

これら文化財へ影響を及ぼす可能性がある樹木の樹種を図 3-2-2 に示した。①枯損している

樹木では、サクラ類やクロマツ、アラカシ、エノキなどが多かった。②文化財上部に傾倒して

いるもしくは枝が覆いかぶさっている樹木では、クロマツ、ネズミモチ、サクラ類、エノキな

どが多かった。 

    
図 3-2-2 文化財へ影響を及ぼす可能性がある樹木の樹種構成  
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第３節 来場者への安全性が懸念される樹木 
第 1 項 枯損木・半枯れ木 

来場者への安全性の確保と景観の向上の観点から、枯損木・半枯れ木を把握した。 

高木、中木については、立枯れ状の樹木及び主要な園路沿いの腐朽やキノコの発生がみられ

る樹木を対象とした。また、低木については、植栽の抜け及び枯れの状態が目立つもの（おお

よそ植栽の 20％以上）について、調査を行った。 

その結果、高木及び中木の枯損木・半枯れ木は 599 本確認され、地区別では本数の多い順に、

二之丸（北）地区、御深井丸地区で 100 本以上、本丸地区、外堀（空堀）地区、西之丸地区で

は 50 本以上が確認された。低木では、玉物、寄植えでは二之丸（北）地区で、生垣は本丸地区

で植栽の抜け及び枯れが目立っていた。 

 

表 3-3-1 枯損木・半枯れ木の数量 

地区名 
高木・中木 

（本数） 

低木 

玉物（株） 寄植え（m2） 生垣（ｍ） 

本丸地区 81 2 1.6 269.1 

二之丸（北）地区 176 10 349.1 44.2 

二之丸（南）地区 12 0 0.0 0.0 

西之丸地区 67 5 0.0 105.0 

御深井丸地区 157 3 5.3 152.2 

外堀（水堀）地区 4 0 0.0 0.0 

外堀（空堀）地区 75 0 0.0 0.0 

天王坊 27 0 0.0 0.0 

合計 599 20 356.0 570.5 

 

高木、中木の枯損木・半枯れ木の樹種構成をみると、

約 40％はサクラ類であり、次いでクロマツが 18％、

アラカシが 11%、エノキが９％を占めていた。（図 3-

3-1 参照） 

高木・中木の枯損木、半枯れ木の分布状況を図 3-3-

2 に示した。 

 

 

 

 

 

 
図 3-3-1 枯損木・半枯れ木の樹種構成（高木・中木） 
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図 3-3-2 枯損木・半枯れ木の分布（高木・中木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 3-3-1 【御深井丸】枯損木・半枯れ木 
枯死木 

写真 3-3-2 【外堀（空堀）】枯損木・半枯れ木 
幹の腐朽 




